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【乙塚古墳附段尻巻古墳】 【乙塚古墳】

【段尻巻古墳】

【乙塚古墳石室内部】

方墳（上から見ると四角形）
南北 27.4 ｍ、東西 26.1 ｍ、残存高 5.8 ｍ

円墳（上から見ると円形）
直径 23.9 ｍ、残存高 4.1 ｍ

横穴式石室　全長19.2ｍ（美濃知用最大級）

横穴式石室　全長 9.5 ｍ

乙塚古墳
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広報委員会

担当副会長	 大嶽　利彰（多治見）
委　員　長	 高垣　守宏（可　児）
副 委 員 長	 松井　啓至（瑞　浪）
副 委 員 長	 若尾　宗徳（可　児）
委　　　員	 田中　勝也（多治見）
　　〃	 林　　浩司（多治見）
　　〃	 河地　勝彦（多治見）
　　〃	 加藤　海蔵（土　岐）
　　〃	 加藤　晃一（土　岐）

委　　　員	 塚本　修久（瑞　浪）
　　〃	 伊藤健太郎（瑞　浪）
　　〃	 藤井　辰巳（可　児）
　　〃	 矢島　幹也（可　児）
委員（青年部会）	 田財　千裕（多治見）
　　〃	 若尾　淳一（多治見）
委員（女性部会）	 土屋みゆき（多治見）
　　〃	 水野ひとみ（多治見）
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編集後記
残暑お見舞い申し上げます。
定時総会に於きまして会長の加藤誠二氏をはじめ多くの役員交代がありました。また多治見税務署でも大幅な人事異
動があり、本紙面に黒柳署長さんの独占インタビューを掲載しております。これからも皆様に楽しんでいただける会
報誌を目指していきますのでよろしくお願い致します。
まだまだ酷暑が続きますので、皆様どうかご自愛専一に、ますますのご活躍をお祈り申し上げます。
� 広報委員　土屋みゆき
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 （土岐市）

乙塚古墳と段尻巻古墳は、どちらも飛鳥時代（7世紀前半）に作られた古墳で、土岐川右岸の河岸段丘縁辺部
に立地しています。当時はヤマト王権によって各地方の領域再編が進み、律令国家へとつながる基礎が築かれた
時代でした。両古墳は、ヤマト王権によるこの地方の支配の様子を考える上でとても重要な遺跡であることなど
から昭和 13 年（1938）12 月 14 日に国指定史跡となりました。
乙塚古墳は、美濃地方最大級の横穴式石室を持つ大型方墳です。当時の大型方墳は、ヤマト王権と親しい関係
性にあり、広域を治めていた豪族に採用された特別な墓でした。また石室は、安土桃山時代（16 世紀末）頃から
江戸時代（17 ～ 18 世紀）にかけて、近隣の窯の陶工たちによって工房等として再利用されています。そして、
工房としての利用が終わった後には、陶器作りの神としての陶祖神や、窯業原料をもたらす山の恵みを敬うため
の山神を祀った窯業に関連する祈りの場となりました。その祭祀は現在まで継続しており、この習慣が近隣住民
と古墳を現在も結びつけ、史跡保護の一助となっています。
両古墳の敷地内は自由に見学することができ、石室は原則毎月第２日曜日（午前 10 時～午後 3時）に公開し
ています。
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